
漂流する
ソ ー シャルワ ー カ ー

福祉実践の現実とジレンマ

編著：志賀信夫・加美嘉史

福祉の担い手としての自分とコストの抑制や効率が優先され

る労働者としての自分との板挟みで苦悩するソ ー シャルワ ー

カ ー (SW)。 このジレンマをどう乗り越えればいいのか。

福祉現場、社会構造、教育過程など多方面から論究する。

現職SWゃSWを志す学生にも資する一冊。

新刊！
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あなたは
「ソ ー シャルワ ー ク」
できていますか？
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